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遠野ボランティアセンター 

連盟が支援活動の拠点として借りています。 



遠野ボランティアセンター 

20名が宿泊可能です。 



センターの内部 

安全靴、ヘルメット 

などが準備して 

あります。 



神奈川地方連合のメンバー 

4日間、神奈川連合から 

6名が来られて滞在され 

支援活動をされました。 



遠野まごころネット 

遠野市総合福祉センター 

ここが支援活動の拠点 



遠野市体育館 

ゴールデンウィークには600人 

8月には450人のボランティアが 

集まりました。 



遠野まごころネットの朝礼 

7時30分から 

朝礼があります。 

この日は、 

150名の 

ボランティアが 

参加しました。 



海外からの参加者も 



山あいの仮設住宅 

仮設住宅が、どうして山あいにあるのか 

不思議に思いました。 



河口から3キロの住宅 

河口から3キロの住宅にも 

津波が到達して 

床上浸水しました。 



津波の呑み込まれた町 

家々は押し流され 

土台だけが残りました 



瓦礫の撤去作業 

ボランティアは、重機で取り除けなかった 

小さな瓦礫を取り除きます。 



まごころ広場 

仮設住宅の隣接地に 

喫茶コーナーが設けられています。 

被災者のお話を聞きました。 



まごころ広場（野外） 

こちらは、野外に喫茶コーナーが 

設けられました。 



仮設住宅へ物資を届ける 

毛布、ジャンバー、手袋、その他 

仮設住宅に3台の車で届けました。 



仮設住宅へ物資を届ける 

雨の中での作業でしたが、 

仮設住宅に物資をました。 



歌声喫茶を開きました。 

仮設住宅の中に 

設けられた 

グループホームで 

歌声喫茶を 

開きました。 



青空市場を開きました。 

青空市場を仮設住宅で開き、 

２品づつ持ち帰って頂きました。 



歌声喫茶とハンドマッサージ 

こちらの仮設住宅でも、歌声喫茶を開き、 

ハンドマッサージを行いました。 



サマリタンケース 

サマリタンパースという団体から 

サマリタンケースを提供頂きました。 

仮設住宅に 

届けました。 



サマリタンケースの中身 

フライパン、 

フライ返し、 

まな板、 

包丁、ナイフ、 

砂糖、塩、 

毛布、シーツ 

その他 

生活に必要な品々が1セット入っています。 



「なごみカフェ」号が到着 

今後、被災地を回ることになります。 


